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１．はじめに

現行の小・中学校学習指導要領（文部科学省， 2008）において，体育科・保健体育科に

おける指導内容は，「技能」「態度」「知識，思考・判断」の 3項目（体つくり運動では，「技

能」が「運動」と表記，「知識」は中学校のみ）から構成されている。技能教科である体育

授業においては，特に運動の「技能」の向上が児童・生徒の楽しさや喜びの源泉になりう

ると考えられる。

体育授業において教師に求められる能力の一つとして，子どもに対して有効な相互作用

行動（言葉かけ）を営むことが挙げられる。髙橋ほか（ 1991）や深見ほか（ 1997）は，体

育授業における教師の効果的な相互御用行動を明らかにすることに試みたところ，肯定的

フィードバック（賞賛），矯正的フィードバック（助言），励ましといった相互作用行動が

子どもたちの授業評価と正の相関を有し，子どもたちから「役に立った」と認識されるも

のであることを明らかにしている。このような相互作用行動の中でも，子どもの運動技能

の向上を促すためには，運動技能に関する矯正的かつ具体的なフィードバック（具体的情

報を有した助言）が重要となると考えられるが，「生徒の動きを的確に変えるには，説明的

な言葉での指導だけでは不十分で，生徒の感覚に訴える指示の言葉が必要」と小林（ 2000）

が指摘するように，矯正的かつ具体的フィードバックの内容が子どもにとって感覚的に理

解できるものであり，運動課題を解決するためのイメージを膨らませることができるもの

であるかどうかが重要となる。

このような子どもの感覚に訴えかけたり，運動課題の解決に向けたイメージを膨らませ

たりする言葉は，しばしば「指導ことば」と表現され，すぐれた指導技術の一つとして挙

げられる。例えば，マット運動において前転の指導を行う際に，「背中を丸めて回転してご

らん」といった動きの改善を直接的に示した言葉よりも，「ダンゴムシのように丸まって転

がるんだよ」という言葉によって，順次接触技術（後頭部から背中を経て臀部までを順番

にマットに接触させる技術）を表現した方が子どもたちのイメージが膨らみ，運動技能の

向上に有意に機能するといったようなことである。

実際の指導場面において，このような「指導ことば」を用いることに目を向けさせるこ

とは，教員養成段階の学生にとって大いに意義のあることだと考えられる。そこで本研究
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では，「指導ことば」を用いることが可能な教科指導の力量形成を意図する教員養成カリキ

ュラムの開発に向けた基礎的研究として，教員養成段階の保健体育専攻学生が考え得る「指

導ことば」の特徴を明らかにすることを目的とした。

２．研究方法

2.1 対象 

2014年度に S大学教育学部で開講され 表 1 模擬授業の内容

た中等体育科指導法演習（受講生：男子 回 模擬授業の内容 

29 名，女子 8 名，計 37 名，全員教育実 1 
模擬授業 ①

A 多様な動きをつくる運動（投動作） 

習を経験済の 3年次生）の授業において 2 B 多様な動きをつくる運動（捕球動作） 

実施した 8回の模擬授業を対象とし，受
3 

模擬授業 ②
A ハードル走（走から跳の組み合わせ） 

講生が毎回の模擬授業終了後に記入した
4 B ハードル走（跳から走の組み合わせ） 

5 A ベースボール型ゲーム（打撃動作 ①） 
振り返りシートにおける記述内容を分析 模擬授業 ③

6 B ベースボール型ゲーム（打撃動作 ②） 

した。なお，模擬授業で取り上げた具体 7 A マット運動（伸膝前転） 

的な内容は，表 1に示したとおりである。 8 
模擬授業 ④

B マット運動（前方倒立回転跳び）

2.2 中等体育科指導法演習の概要

中等体育科指導法演習では，体育授業にかかわる実践的な指導力を育成することをねら

いとして，実施した模擬授業を教師役，児童・生徒役，観察者役といった多角的な視点か

ら振り返り，よりよい授業へ向けた授業改善の方略を検討することを主たる目的としてい

る。また，受講生は，模擬授業実施後に筆者の内の 1人が作成した「言葉かけチャレンジ

映像」を e-Learning 上で視聴し，授業外の時間を活用した振り返りシートの課題作成に取

り組むこととしている。

2.3「言葉かけチャレンジ映像」の概要

本研究で受講生に視聴させた「言葉かけチャレンジ映像」は，模擬授業の中で受講生が

各種の運動に取り組んでいる場面を抽出したものである。運動技能に改善が必要であると

思われる受講生が活動している場面を中心として抽出し，映像の中の受講生に対して運動

技能の向上を促すオリジナルの言葉かけを考案し，振り返りシートにその内容を記述する

ことを課題としている。なお， 1 回の模擬授業で 8 つの異なる場面を抽出し，それぞれに

ついて考案したオリジナルの言葉かけを記述させている。

2.4 記述内容の分析手続き

小林（ 2000）によって示された「体育指導における感覚的指導の言葉のカテゴリー」（表 

2）を用いて，受講生が「言葉かけチャレンジ映像」を視聴して振り返りシートに記述した

内容（考案した言葉かけ）を分類した。

例として，実際に受講生に「言葉かけチャレンジ映像」として視聴させた場面，それに

対して受講生が考案したオリジナルの言葉かけとそのカテゴリー分類を図 1に示した。こ

の場面は，マット運動における前方倒立回転跳び（ハンドスプリング）の技に取り組んで
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図 1 言葉葉かけのカテゴゴリー分類例

３．結結果と考察 

表 3は，振り返返りシートにに記述されたた内容（受講講生が考案しした言葉かけけ）を該当すするカ

テゴリリーに分類しし，模擬授業業①～④におおいて各カテテゴリーに分分類される記 記述が出現しした場 

面数をを集計したもものである。。表 1に示ししたように，，模擬授業 ①①～④では，，Aと Bの 22回の

模擬授授業を実施しし，それぞれ れ 8つの場面面を視聴させせているのでで，表中の各 各カテゴリーーにお

ける最最大値は 166となる。

3.1 時時間的経過にに伴う言葉かかけの変容

前半半 4回（多様様な動きをつつくる運動，，ハードル走走）と後半 44回（ベーススボール型，，マッ

ト運動動）におけるる記述数を比比較したとこころ，全体ととして量的なな増加がみらられた（前半：：37，

後半：：96）。またた，同一のカカテゴリー内内において大大きな増加ががみられたもものとしては，，「①

意識を せる指示」の 時 「 やすい末端の 「5）を焦点化させ の「 2）終末時の動作」「3）動かしや の部位」 ）随伴

現象をを生み出す部部位」「6）外外部の対象」」，「②比喩にによってイメメージを育ててる指示」のの「 1）
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った箇所は，領域における最大値を示している。

「言葉かけチャレンジ映像」

であっ

案する

の運動技能の向 導ことば」に対する視点を

のと考え

記述内容（言葉か

について

考察を加える

つくる運動

したカテゴリー

場面の 面で

に な記述

フワッとやわらかく ね

なく，

とに ルの

ースボール型

※太線で 領域における最大値を示している。

捕球動作 ャレンジ映像」

ら

った課題を

「 に対する視点を

記述内容（言葉かけ）の分類結

考察を加えることとする

多様な動き

出 リー

つの た

に対する具体 としては，「ボー

えるとい ものであった。

反発するこ 腕を

ボ 吸収する緩衝動

※太線で囲った箇所は 大値を示している。

捕球動作の「言葉かけ 」

学習

と

「指導ことば 点を

際 が

多様な動きをつくる運 動作

出現したカテ

出現

内 ボー

といっ た。

手 体に

勢い 衝動

④

ベースボール

※太線で囲った箇所は，領域における いる。

捕球動作の「言葉かけチャレンジ映

実際の運

といった課題

「指導ことば」に対する

多くの記

は，「

内容としては，

といったものであ

自分

勢いを吸収する

模擬授

マット運

※太線で囲った箇所は，領域における最大値を示し
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動作ののイメージ」」，「③擬音語語による指示示」であったた。これらののことから，，実際の運動動学習

場面かから抽出したた映像を視聴聴して，オリリジナルの言言葉かけを考考案するといいった課題をを繰り

返し遂遂行することとは，子どももたちの運動動技能の向上上を促す「指指導ことば」」に対する視視点を

育むににあたって，，有効に機能能していたもものと考えらられる。

表 3 記述内内容（言葉かけけ）の分類結果果

分類カテテゴリー
模擬授

多様な 

授業 ①

な動き

模

ハ 

模擬授業 ②

ハードル走 ベ 

模擬授業 ③

ベースボール型 

模擬授業

型 マット運動 

業 ④

動

① 意意識を焦点化させせる指示

1） 初動時の動作作 00 0 2 0 

2） 終末時の動作作 11 0 0 9 

3） 動かしやすい末い末端の部位 22 3 8 8 

4） 動かしたい部位位のシンボル 11 0 0 5 

5） 随伴現象を生みみ出す部位 00 9 11 10 

6） 外部の対象 11 0 7 3 

② 比比喩によってイメーージを育てる指指示

11 1） 動作のイメージジ 33 2 3 

2） 変身のイメージジ 11 5 0 0 

3） 「もの」を操作すするイメージ 11 0 2 0 

4） 「もの」のイメーージ 11 0 0 0 

5③ 擬擬音語による指示示 77 0 12
37 96前半・後半半の合計

※太線で囲囲った箇所は，，領域における最最大値を示して ている。

3.2 運運動領域別ににみた言葉かかけの特徴

続いいて，表 2 において分分類された記記述について，，運動領域別別にみた際にに多くの記述述が出

現してていたカテゴゴリーを取りり上げ，考察察を加えるここととする。。

(1)多多様な動きををつくる運動動

模擬擬授業①ではは，小学校低低学年段階をを想定した多多様な動きををつくる運動動として，投投動作 

と捕球球動作に焦点点を当てた模模擬授業を実実施した。最最も多く出現現したカテゴゴリーは，「③③擬音

語によよる指示」で であり，視聴聴させた計 116場面のううち 7つの場場面で出現しした。

図 2 に示したた「言葉かけけチャレンジジ映像」に対対する具体的的な記述内容容としては，「「ボー

ルを捕捕るときにはは，腕も膝ももフワッとややわらかく使使えるといいいね」といったたものであっった。

ボールルを捕球するる際には，飛飛来してくるるボールと反反発することとなく，手やや腕を自分のの体に

引きつつけるようににしたり，膝膝を曲げたりりするとによよって，ボーールの勢いをを吸収する緩緩衝動

作を生生じさせるここと

が課題題の一つとななる。

受講生生は，「フワワッ」

といっった擬音語にによ

って，，その緩衝動動作

を表現現しようとしして

いた。。
図 22 捕球動作のの「言葉かけチチャレンジ映像像」
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，

た記述がみられた。

プ動作を用いるこ

音語について，運動イメージを喚起させやすく，

意識的

や

とする特徴がみられたと考えられる。

，

イメージ」

緩衝動作や投げる際のスナップ動作は，意識的に

考えられるが，

れたことも特徴的であったと

ードル走

授業②では，中学校段階

点を当てた

化させる指示」の「

ドル走

いく学習であるとされ

前傾させた姿勢を取ること（ディップ動作）

る

を取り上げて動き

定される。

先を反対側の手で触るようにしてごら

たものであり，つま先・

林（

伴現象につい

分の意思で動

すい部位に意

を置き，その

動きの随伴現

て，目指す部

一 ついては，「投げる瞬間には手先（指先）をピッ（シュッ）と使おう」

とい られた。

スナ いるこ

って 作による

この て，運動イメージを喚起させやすく，

教師 意識的によく使用している

衝動 のスナップ動作といった

促そ がみられたと考えられる。

ま 出現したカテゴリーは，

動作

る際 投げる際のスナップ動作は，意識的に

ある が，

特徴的であったと

模 ，中学校段階

せに

を焦 示」の「

うち 出現した。

ハ

高め あるとされ

上体 姿勢を取ること（ディップ動作）

一つ し，

を加 動作

とする

的部 て動き

とが

図

のつ の手で触るようにしてごら

とい り，つま先・

，

この い

て，「 動

かし 意

識焦 の

部位 現

象と 部

投動作 「投げる瞬間には手先（指先）をピッ（シュッ）と使おう」

といった記述が ールを

スナップ動作を 課題

スナップ 感を

この擬音語につ メージを喚起させやすく，

く使用している

動作といった

促そうとする特 と考えられる。

次に多 テゴリーは，

動作のイメージ 聴させた計

る際の緩衝動作 スナップ動作は，意識的に

あると考えられ よって

られたこと ったと

模擬授業②で 階

せに焦点を当て 実施した。

を焦点化させる

つの場面

は といった

高めていく学習

上体を前傾させ こと（ディップ動作）

し

といっ とともに，ハードルといった恐怖心の対象ともなり得る物的

克服しよ

的部位を取り上 善を直接的に指示する言葉では，

とが想定される

に示し チャレンジ映像」

のつま先を反対 ようにしてごら

といったもので ・

この随伴現象に

て，「自分の意思

かしやすい部位

識焦点を置き，

部位の動きの随

象として，目指

投動作については 間には手先（指先）をピッ（シュッ）と使おう」

る

と とな

この擬音語について，運動 起させやすく，

無意識的に いる

際のスナッ た

促そうとする特徴がみられ る。

次に多く出現した ，

る際の緩衝動作や投げる際 作は，意識的に

比喩 ような動作

られたことも特徴的で れる

模擬授業②では，中学校 た

模擬授業

を生み出す部位」

つの場面で出現した

走る・跳 常生活において既に

高めていく学習であるとさ ランス（

上体を前傾させた姿勢を取 ップ動作）

それ

であ ハードルといった恐怖心の対象ともなり得る物的

瞬 作

の に指示する言葉では，

「言葉か 映像」

のつま先を反対側の手で触 ごら

といったものであり，つま

投動作については，「投げる （指先）をピッ（シュッ）と使おう」

投

の一 「ピッ」「シュッ」といった

表現 徴がみられた

この擬音語について，運動イメージを く，

無意識的によく使用し あるとしている。ボールを

際のスナップ動作とい 目的的

促そうとする特徴がみられたと考えら

次に多く出現したカテゴリー

視聴させた ち

る際の緩衝動作や投げる際のスナップ 的に

そ

思

を想定 走

模擬授業を実施した も多く

）随伴現 部位」

いて既に

クリ ードルを跳び越え

上体を前傾させた姿勢を取ること（デ

ハードル

であるとともに いった恐怖心の対象ともなり得る物的

に生じる 。よって，

の改善を直接 言葉では，

「言葉かけチャレン する具体的な記述内容

のつま先を反対側の手で触るようにし ハードルの上ではアゴを引いてみよう」

あ 体的

「

投動作については，「投げる瞬間には手 ピッ（シュッ）と使おう」

際には ある

るが ュッ」といった

ようとする た

この擬音語について，運動イメージを喚起させや な動作を習得させる際

もの いる。ボールを

作の習得を擬音語によって

「②比喩 ージを育てる指示」の「

場面の 面で出現した

る際の緩衝動作や投げる際のスナップ動作は，意 ていくことが難しい

そのような動 を膨らませようとする

ハード

領域内で したカテゴリーは，

）随伴現象を生み出 り，

日常生活に 得している動きの達成度を

び越え

上体を前傾させた姿勢を取ること（ディップ動作 下動を抑えることが課題の

越え

であるとともに，ハードル 心の対象ともなり得る物的

上体」という大まかな身体

の改善を直接的に指示す

に な記述内容

ん」 上ではアゴを引いてみよう」

意識を向け

ハードル走 ャレンジ映像

投動作については，「投げる瞬間には手先（指先） ッ）と使おう」

主要局面 の

るが，「ピッ」「 った

ようとする特徴がみら 藤田（

合目的 得させる際

ものであるとし ルを

擬音語によって

よってイ る指示」の「

つの た

獲得 が難しい

のイメー ようとする

におけ 運動の組み合わ

出 リーは，

で た計

動きの達成度を

ハードルを く

重心の ることが課題の

ために働 力と相反する

であるとともに，ハードルといった恐 もなり得る物的

う大まかな身体

の改善を直接的に指示する言葉では がみられないこ

に対する具体

ん」「ハードル を引いてみよう」

部位

言葉かけ 像

投動作については，「投げる瞬間には手先（指先）をピッ（シ う」

ボー

るが，「ピッ」「シュッ」と によ

松下 は，

合目的的な動作を

ものであるとしている。ボ の緩

動作の習得 って

よってイメージを育

つの場面で出現 を捕

獲得していくこ の

のイメージを膨らま

走運動と 合わ

出現したカテ 意識

視聴さ 面の

習得してい 度を

て は

重心の上下動を抑 題の

る

であるとともに，ハードルといった恐怖心の対象 物的

「上体」と 身体

有益な効 いこ

に対する具体的な記述内 右脚

ん」「ハードルの上ではア う」

部位に意識を向 てい

言葉かけチャレンジ

投動作については，「投げる瞬間には手先（指先）をピッ（シュッ）と使

リリー

擬音

合目的的な動作を習得させる

捕る

動作の習得を擬音語に

よってイメージを育てる指示」

ボー

のイメージを膨らませようとす

走運動と跳運動の組

「

習得している動きの達

重心の上下動を抑えることが

の力と相反

であるとともに，ハードルといった恐怖心の対象ともなり得

「上体」という大まか

有益な効果がみられ

しては，

ん」「ハードルの上ではアゴを引いてみ

るように

保健体育専攻学生が用いる「指導ことば」の特徴

一方方，投動作にについては，，「投げる瞬瞬間には手先先（指先）ををピッ（シュュッ）と使おおう」

といっった記述がみみられた。ボボールを投じじる際には，，主要局面でであるボールルのリリースス時に

スナッップ動作を用用いることがが課題の一つつとなるが，，「ピッ」「シシュッ」といいった擬音語語によ

って，，スナップ動動作による力力感を表現ししようとする特特徴がみられれた。松下・・藤田（ 1998））は，

この擬擬音語についいて，運動イイメージを喚喚起させやすすく，合目的的的な動作を習習得させる際際に，

教師がが意識的・無無意識的によよく使用してているものでであるとしてている。ボーールを捕る際際の緩

衝動作作や投げる際際のスナッププ動作といっった，より合合目的的な動動作の習得をを擬音語によよって

促そううとする特徴徴がみられたたと考えられれる。

またた，次に多くく出現したカカテゴリーはは，「②比喩にによってイメメージを育ててる指示」の「の「 1）

動作ののイメージ」」であり，視視聴させた計計 16場面のううち 3つの場場面で出現しした。ボールルを捕

る際のの緩衝動作やや投げる際ののスナップ動動作は，意識識的に獲得ししていくこととが難しいももので

あるとと考えられるるが，比喩にによってそののような動作作のイメージジを膨らませせようとするる傾向

がみらられたこともも特徴的でああったと思わわれる。

(2)ハハードル走

模擬擬授業②ではは，中学校段段階を想定ししたハードルル走におけるる走運動と跳跳運動の組みみ合わ

せに焦焦点を当てたた模擬授業をを実施した。 。領域内で最最も多く出現現したカテゴゴリーは，「①①意識

を焦点点化させる指 指示」の「 55）随伴現象象を生み出すす部位」でああり，視聴させせた計 16 場場面の

うち 9つの場面でで出現した。。

ハーードル走は，，走る・跳ぶぶといった日日常生活におおいて既に習習得しているる動きの達成成度を

高めてていく学習でであるとされれる。クリアアランス（ハハードルを跳跳び越えていいく局面）ででは，

上体をを前傾させたた姿勢を取るること（ディィップ動作））で重心の上上下動を抑ええることが課課題の

一つととなる。しかかし，それははハードルをを跳び越えるるために働くく鉛直方向のの力と相反すする力

を加ええるといったた動作であるるとともに，，ハードルとといった恐怖怖心の対象とともなり得るる物的

障害をを克服しよううとする瞬間間に生じる動動作でもあるる。よって，「「上体」といいう大まかなな身体

的部位位を取り上げげて動きの改改善を直接的的に指示するる言葉では，，有益な効果果がみられなないこ

とが想想定される。 。

図 3 に示したた「言葉かけけチャレンジジ映像」に対対する具体的的な記述内容容としては，「「右脚

のつまま先を反対側側の手で触るるようにしててごらん」「「ハードルのの上ではアゴゴを引いてみよよう」

といっったものでああり，つま先先・手・あごごといった身身体的部位にに意識を向けけるようにししてい

る。小小林（ 2000）はは，）

この随随伴現象につつい

て，「自自分の意思でで動

かしややすい部位にに意

識焦点点を置き，そその

部位のの動きの随伴伴現

象としして，目指すす部 図 3 ハードル走のの「言葉かけチチャレンジ映映像」
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きを引き出そうとする」ことと述べている

る部位

ま先を

って，ハードル上で上体を前傾させた姿勢を随伴的に引き出そうとする表現が

った

，次に多く出現したカテゴリーは，「②比喩によってイメージを育てる指示」の「

イメージ」であり，視聴させた計

体的な記述
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導要領解説（文部科学省，
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授業③では，

実施した。

せた計

動作では，先に述べた投動作

る

なる。ここでみられた具体的な記述
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ものであり，

いった

た。

，次に多く出現したカテゴリーは，「①意識を焦点化させる指示」の「

出す部位」であり，

葉かけチャレンジ映像」

ント

の

摘が

，

ろ（ミートポ

）に顔を残す

た

体の開きを抑

ことで，ヘッ

位の そうとする」ことと述べている

位置 比較的意識を向けやすい身体的部位であると考えられるが，

の 側の手（踏み切った脚と同じ側の手）で触るような

作に ドル上で上体を前傾させた姿勢を随伴的に引き出そうとする表現が

的で られる

ま 出現したカテゴリーは，「②比喩によってイメージを育てる指示」の「

であり，視聴させた計

れた

あり ス

走る・跳ぶといった

学習 （文部科学省，

んで 前に運ぶ

動作 膨らませようとする傾向が

型

模 ，

授業

視聴

打 先に述べた投動作

面で ボールが接するインパクトの瞬間にいかに強

一つ でみられた具体的な記述

し込 「

いっ ，

ッ」 語によって，インパクトの

みら

ま 出現したカテゴリーは，「①意識を焦点化させる指示」の「

を生 であり，

「 レンジ映像」

トポ を残そう

えて，

る

（岩 っ

たと ポ

イン す

とい っ

抑

制す ッ

位の動きを引き 」ことと述べている

は を向けやすい身体的部位であると考えられるが，

反 み切った脚と同じ側の手）で触るような

作によって，ハ 体を前傾させた姿勢を随伴的に引き出そうとする表現が

と考

また，次に多 テゴリーは，「②比喩によってイメージを育てる指示」の「

のイメージ 聴させた計

れた具体的な記 は，「カエルのように脚を横に開いてみよう」といったもので

クリアラ 抜き脚の

ハードル走 といった

学習指導要領解 省，

んで横に寝かせ といった新たな動きを獲得していく過程では，

動作のイメージ うとする傾向が

ベースボー

模擬授業③で 階

授業を実施した も多く

1

打撃動作では 投動作

バット するインパクトの瞬間にいかに強
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位の動動きを引き出出そうとするる」ことと述述べている。。つま先・手手・あごといいった体の末末端に

位置すする部位は，，比較的意識識を向けやすすい身体的部部位であるとと考えられるるが，振り上上げた

脚のつつま先を反対対側の手（踏踏み切った脚脚と同じ側のの手）で触るるような動作作やあごを引引く動

作によよって，ハーードル上で上上体を前傾ささせた姿勢をを随伴的に引引き出そうととする表現がが特徴

的でああったと考ええられる。

またた，次に多くく出現したカカテゴリーはは，「②比喩にによってイメメージを育ててる指示」の「の「 2）

変身ののイメージ」」であり，視視聴させた計計 16場面のううち 5つの場場面で出現しした。ここででみら

れた具具体的な記述述内容としてては，「カエルルのように脚脚を横に開いいてみよう」」といったももので

あり，，クリアランンスにおけるる抜き脚の動動きの改善をを意図したもものであったた。先述したたよう

に，ハハードル走はは走る・跳ぶぶといった既既習の動きでで運動が構成成されているるものの，中中学校

学習指指導要領解説説（文部科学学省， 2008））に記載されれているよううに「抜き脚脚の膝を折りりたた

んで横横に寝かせてて前に運ぶ」」といった新新たな動きをを獲得していいく過程ではは，比喩によよって

動作ののイメージをを膨らませよようとする傾傾向が考えらられる。

(3)ベベースボールル型

模擬擬授業③ではは，中学校段段階を想定ししたベースボボール型の打打撃動作に焦 焦点を当てたた模擬

授業を 。 最も多く出現 ゴ 「③擬音語による指示」でああり，を実施した。領域内で最 現したカテゴリーは，③ よ

視聴ささせた計 166場面のうちち 12の場面でで出現した。。

打撃撃動作では，，先に述べたた投動作におおけるリリーース時のスナナップ動作とと同様に，主主要局

面でああるバットととボールが接接するインパパクトの瞬間間にいかに強強い力を発揮揮するかが課課題の

一つととなる。こここでみられたた具体的な記記述内容とししては，「バッットが当たるる瞬間にグッッと押

し込んんでみよう」」「バットをを強く振るたために，前脚でで体重をギュュッと受け止止めてごらんん」と

いったたものでありり，意識が向向けられていいる身体的部部位に違いははあるもののの，「グッ」「「ギュ

ッ」とといった擬音音語によってて，インパククトの瞬間にに向けた力感感を表現しよようとする特特徴が

みられれた。

またた，次に多くく出現したカカテゴリーはは，「①意識識を焦点化ささせる指示」」の「 5）随伴伴現象

を生みみ出す部位」」であり，視視聴させた計計 16 場面ののうち 11 の場場面で出現しした。図 4 にに示し

た「言言葉かけチャャレンジ映像像」に対するる具体的な記記述内容とししては，「打っったところ（（ミー

トポイイント）に顔顔を残そう」」といったもものであったた。打撃動作作では，先にに述べたインンパク

トの際際の力感に加加えて，インンパクトポイイントでバッ ットを振り抜抜く感覚が重重要となるとといっ
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上上体の開きをを抑

るることで，ヘヘッ 図 4 打撃動作のの「言葉かけチチャレンジ映像像」
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を想定したマット運動の伸膝前転と前方倒立回転跳

，「②比喩に

場面の

逆さまになっ

日常の生活で存在しない

ると

豊富に経験

といっ

上がりの局面における上体の使い方に着目したものであっ

，それを下からく

「腕でジャンプするイメージでマットを押

腕の押しによって回転後半の加

動作のイメージを膨らませようとする意図を伺

を獲得・形成していくタイプの運動では
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せ
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ドスピピードを加速速させて振りり抜くようななスイングをを随伴的に引引き出そうととする意図をを伺う

ことがができる。

(4）ママット運動

模擬擬授業④ではは，中学校段段階を想定ししたマット運運動の伸膝前前転と前方倒倒立回転跳びびを取

り上げ 業を実施した で最も多く出 テゴリーは，， よってげた模擬授業 た。領域内で 出現したカテ 「「②比喩によ 

イメーージを育てるる指示」の「「1）動作ののイメージ」」でであり，視聴聴させた計 16場面のううち 11

の場面面で出現したた。

マッット運動におおける技の習習得にあたっって必要とななる動きや感感覚は，逆ささまになったたり，

腕で体体重を支持ししたりといっったことに代代表されるよように，日常常の生活で存存在しないもものが

多い。。そのようなな新たな動ききを獲得・形成成していくこことに学習のの難しさが存存在するとさされ，

そのよような動きとと感覚的に類類似した運動動を予備的運運動や下位教教材として豊豊富に経験ささせて

いく必必要があると とされる。

図 5 に示したた「言葉かけけチャレンジジ映像」に対対する具体的的な記述内容容としては，「「立ち

上がるるときは輪っっかをくぐるるように（首首に引っかけけるように））してみようう」といったたもの

でありり，伸膝前転転の立ち上ががりの局面ににおける上体体の使い方にに着目したもものであったた。そ

の場にには存在しなない架空の輪輪（図 5におおける白い輪輪）を想像させせて，それをを下からくぐぐる，

あるいいは首（の後後ろ

の部分分）に引っかかけ

るといいった動きををイ

メージジさせることとで，

望まししい動きを引引き

出そううとする特徴徴が

みられれた。 図 5 マット運動の「言葉かけけチャレンジ映映像」

一方方，前方倒立立回転跳びにについては，，「腕でジャャンプするイイメージでママットを押ししてご

らん」」といった記記述がみられれ，着手の局局面におけるる腕の押しにによって回転転後半の加速速を得

る動ききを，脚でののジャンプにに例えて動作作のイメージジを膨らませせようとするる意図を伺ううこと

ができきる。マットト運動のよううな新たな動動きを獲得・・形成していいくタイプのの運動では，，先述

したハハードル走ににおける抜きき脚の使い方方と同様に，比，比喩を用いたた表現が特徴徴的であったたと考

えられれる。

またた，次に多くく出現したカカテゴリーはは，「①意識識を焦点化ささせる指示」」の「 5）随伴伴現象

を生みみ出す部位」」であり，視視聴させた計計 16 場面ののうち 10 の場場面で出現しした。ここででみら

れた具具体的な記述述内容としてては，「着地ののときにはアアゴを上げててみよう」とといったもののであ

り，前前方倒立回転転跳びの着地地姿勢の改善善を意図したたものであっった。あごとといった比較較的意

識を向向けやすい身身体的部位にに着目させ，，あごを上げげる動作によよって頭部をを背屈させ，，体を

反らしした着地姿勢勢を随伴的にに引き出そううとする傾向向が考えらええる。
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４．まとめ

浅井・藤田

本研究では，教員養成段階の保健体育専攻学生が考え得る「指導ことば」の特徴を明ら

かにすることを目的とした。

模擬授業において，運動技能に改善が必要であると思われる受講生が活動している場面

を中心として抽出した「言葉かけチャレンジ映像」を視聴させ，運動技能の向上を促すオ

リジナルの言葉かけを考案させることを課題とし，時間的経過に伴う言葉かけの変容と運

動領域別にみた言葉かけの特徴について考察を行ったところ，以下の 5つの点について言

及することができる。 

1）運動技能に改善を要する学生の映像を視聴して，言葉かけにチャレンジするといった課

題を繰り返し遂行することは，「指導ことば」に対する視点を育むにあたって有効に機

能していたものと考えられる。 

2）投動作・捕球動作・打撃動作のように，物や用具を扱うタイプの運動では，擬音語によ

る「指導ことば」を用いる傾向がみられた。 

3）ハードル走のように，走動作や跳動作といった動きの達成度を高めていくタイプの運動

では，動きを随伴的に引き出す「指導ことば」を用いる傾向がみられた。 

4）マット運動のように，新たな動きを獲得・形成するタイプの運動では，比喩によってイ

メージを引き出す「指導ことば」を用いる傾向がみられた。 

5）投動作におけるスナップ動作，打撃動作におけるインパクト動作，ハードル走における

クリアランス動作といった運動観察の対象となりやすい主要局面を取り上げた「指導こ

とば」が多いという特徴がみられた。

なお，子どもの感覚に訴えかけたり，運動課題の解決に向けたイメージを膨らませたり

する「指導ことば」を生み出すことは，運動経験や指導経験，運動の構造や感覚の理解の

度合いに左右されると考えられる。したがって，そのような点を踏まえた分析・考察を行

うことが，本研究に残された課題となるといえるであろう。

また，より有効な「指導ことば」を生み出すためには，指導法の探究や指導経験の充実

を意図する教科教育法の授業科目と運動の構造や感覚の理解促進を意図する教科専門の授

業科目，両者の授業科目間におけるより一層の授業内容の連関が求められるといえるであ

ろう。

付記

・本研究は，日本学術振興会科学研究費補助金挑戦的萌芽研究（課題番号： 26560332）の

助成を受けて行われたものの一部である。

・本研究は，平成 26年度第 4回日本科学教育学会研究会（北陸甲信越支部開催）における

研究報告（藤田ほか， 2015）を加筆・修正したものである
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